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細い道の横は、常には水の流れていない谷である O この谷は大雨の時にはかなりの勢いで水

が流れ側方がかなり されている O この道 りつめた所で谷の成因について説明するとよ

し〉。

5.天竜111の蛇行流路
ミナノ守ラ

りつめて、皆原という集落を通り過ぎた所で、 T字道路にぶ、つかる O ここをA地点、

とする O ここでコースがこつに分かれる O ここから 150m程北上すると、天竜川の曲流が膜下

に望見される地点、に着く。手前側は勢いよく瀬音を立てて岸にぶつかっている攻撃斜面、

は河原が広がる滑走斜面である O ここは川の蛇行についての説明をするのによい地点、である O

6 .岩石の風化

50m程坂道を下ると、段立機層をけずり採った跡地に着く。ここではかなり風化の進んだ、擦

が多数見つかる。丹念に探すと見事な玉ねぎ状風化の標本も手に入れることが出来る n傑ぜ制つ

と中の色の違いを見ながら、岩石の風化の様子を説明するのによい場所である O

7.地震の不

次にまた坂を 100m

は三波JI [ 

〉を含め と比較させるのはおもしろい。

8 .河 JII 跡

に150m程下って三叉路に出る O この地点

は展望の良い所で、二俣}I[の旧流路が膜下に挑
ニコウ

められる O 昭和の初期に現在のニ光滝の地点、で

山をきり開いて現在の流路を流れる様になった

f[の!日河川跡が、現在も小さな堀の様な状

態になって残っている O この流路は大きな蛇行

部分でもあるので、そのことについても説明を

加えるとよい。

9 .新層 地形

ある O 基盤になっているの

している O 堆積した時代の

2 日エ僕JIIの流路

次にこれから 250m程下った地点から北の方を見ると、天竜市役所の建物が見える O その西

側に鉄筋コンクリート建の住宅留地が見える O その裏側の山を見ると、山が小さな谷で切られ

て断層地形のケルンバットとケルンコルが観察できる O これは赤石裂線の断層破砕帯に沿った

地域の地形なので、断層破砕帯のことや、赤石裂線について説明するのに良い地点である O
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10.虫のえさ場
ミナノfラ

ここからさきほどのA地点にもどり、皆原の

段丘擦層の崖に沿って 100m程南下する O 道の

横に、エノキ@アカメガシワなどの に、アケ

ピなどのつる植物が巻きついて、中に入るのを

ちゅうちよさせる様な繁みがある O ここの道ば

たのアカメガシワの幹には、何カ所も小さなき

ずがあり、そこから嶺液を出しているので、樹液 3 による障者露地形

を吸う昆虫にとって良いえさ場になっている。運が良いとチョウ@カブトムシ@コガネムシ@アり

などの何種類もの昆虫達が集まって樹液を吸っている。突に平和な光景にぶつかることがある O

11. 

ら100m程南下した所で眼下に える士吉点、 くO ここから

俣の市街地が一望のもとに眺められる O 二保の市街地は周囲 100m前後の小高い山々に菌ま

れたノふさな盆地状である O 用問の出々の

ここではこ についての説明をし

のに好適の場所である O
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